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関節リウマチ患者における笑いの頻度と社会的フレイル・身体機能との関連： 

多施設観察研究（T-FLAG study） 
鈴木 望人 

 

本研究は、関節リウマチ（RA）患者における「笑いの頻度」に着目し、その背景要因を明らか

にした多施設共同研究（T-FLAG study）です。RA 患者 679 名を対象に、日常生活における笑

いの頻度を調査し、疾患活動性、身体機能（HAQ-DI）、および社会的フレイルとの関連を検討

しました。笑いの頻度を「ほぼ毎日」「週 1–5 日」「月 1–3 日」「ほとんどない」に分類しまし

た。 

その結果、RA 患者の約 8 割が「ほぼ毎日」または「週 1〜5 日程度」笑っている一方で、6.8％

は「ほとんど笑わない」と回答しました。笑いの頻度は疾患活動性とは有意な関連を示さず、

むしろ 身体機能の低下および社会的フレイルの存在が笑いの減少と強く関連 していること

が明らかになりました。特に、社会的フレイルが進行するにつれて笑いの頻度が有意に低下す

る傾向が認められました。 

これらの知見は、RA 治療において疾患コントロールのみならず、身体機能や社会的つながり

を維持・改善することが患者の笑いと生活の質（QOL）に寄与することを示唆しています。本

研究は、RA 患者の QOL 向上において、身体機能の維持と社会的孤立の予防が笑いを増やし、

心身の健康改善につながる可能性を示しています。 

 

https://doi.org/10.1093/mr/roaf065 
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